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京
田
辺
市
の
平
成
１７
年
度

予
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
徹
底
し
た
経
常
経

費
の
削
減
と
思
い
切
っ
た
単

独
事
業
の
抑
制
を
進
め
た
結

果
２
０
９
億
５
千
万
円
と
な

り
、
対
前
年
度
比
３
・
７
�

（
８
億
円
）
減
の
「
緊
縮
予

算
」
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
予
算
編
成
方
針
に

掲
げ
た
「
財
政
健
全
化
」

「
都
市
経
営
」「
市
民
参
画
」

の
３
つ
の
視
点
に
立
ち
編
成

し
ま
し
た
。

し
か
し
、
本
年
度
は
基
本

計
画
の
目
標
年
次
と
す
る

「
第
２
次
京
田
辺
市
総
合
計

画
」
の
総
仕
上
げ
の
年
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
新
た
な
行

政
課
題
に
対
応
し
う
る
芽
を

育
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、「
都
市
計
画
」「
産

業
振
興
」
な
ど
将
来
を
展
望

し
た
ま
ち
づ
く
り
と
、「
安

全
安
心
」「
子
育
て
支
援
」

な
ど
の
市
民
生
活
の
向
上
の

両
面
に
配
慮
し
、
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
面
の
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
す
る
「
意
欲
的
な
予
算
」

と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
８
つ
の
特
別

会
計
予
算
と
水
道
事
業
会
計

を
加
え
た
予
算
総
額
は
、
４

１
１
億
３
千
６
７
０
万
円

（
対
前
年
度
比
６
・
５
�
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
般
会
計
予
算
の

詳
細
は
、
４
・
５
面
に
関
連

記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
財
政
課
（
�

６４
・
１
３
１
２
）

内

訳

会 計 別 歳 出 内 訳 � （単位：千円・％）�
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3,010,000�

4,079,100�
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21,750,000�

△19.1

△8.0

△8.0
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△800,000

38,641,580� 6.5

△6.0

△3.7

伸 率 �

25.4

2.0

0.0

15.2

5.3

一 般 会 計 �

合 計 �

特 別 会 計 �

平成17年度� 比 較 �平成16年度�

水 道 事 業 会 計 �

農業集落排水事業特別会計�

休日応急診療所特別会計�

公共下水道事業特別会計�

産 業 立 地 特 別 会 計 �

老 人 保 健 特 別 会 計 �

松井財産区特別会計�

介 護 保 険 特 別 会 計 �

国民健康保険特別会計�

1,956,400

2,745,100

2,769,700

4,967,900

135,400

3,750,900

3,832,600

5,300

23,400

17,441,600

20,950,000

41,136,700

△32,000

△237,180

73,400

700

0

98,300

△246,500

3,878,700

△240,300

3,532,300

2,495,120

会計別� 年度別�

将
来
展
望
と
市
民
生
活
に
配
慮

一 般 会 計
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送
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回
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毎
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核
家
族
化
や
都
市
化
が
進

み
、
子
ど
も
や
孫
と
同
居
す

る
高
齢
者
の
割
合
が
低
下
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
市
は
、
高
齢
者
と
子

ど
も
た
ち
が
世
代
を
超
え
て

交
流
が
で
き
る
よ
う
に
と
老

人
福
祉
施
設
と
児
童
館
を
同

じ
敷
地
内
に
建
設
し
ま
し

た
。「老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
宝

生
苑
」
は
、
高
齢
者
の
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し

た
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
社

会
参
加
の
機
会
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
活
動
拠
点
と
し

て
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、「
大
住
児
童
館
」

は
、
遊
び
や
育
児
サ
ー
ク
ル

な
ど
の
活
動
の
場
を
提
供

し
、
そ
の
中
で
児
童
が
ル
ー

ル
や
善
悪
の
区
別
・
他
人
を

思
い
や
る
心
な
ど
を
身
に
付

け
ら
れ
る
環
境
作
り
を
行
い

ま
す
。

【
利
用
日
】

日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
毎

日
。
た
だ
し
、
１２
月
２９
日
〜

１
月
４
日
は
除
き
ま
す

【
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
宝

生
苑
】

利
用
時
間
＝
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

利
用
対
象
者
＝
市
内
に
在

住
す
る
６０
歳
以
上
の
人

主
な
施
設
＝
▼
風
呂
▼
ふ

れ
あ
い
ル
ー
ム
▼
カ
ラ
オ
ケ

ル
ー
ム
▼
健
康
増
進
ル
ー
ム

▼
調
理
実
習
室
な
ど

電
話
番
号
＝
６８
・
２
２
２

２
フ
ァ
ク
ス
番
号
＝
６８
・
２

２
２
８

【
大
住
児
童
館
】

利
用
時
間
＝
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

利
用
対
象
者
＝
市
内
に
在

住
す
る
１８
歳
以
下
の
人

主
な
施
設
＝
▼
交
流
ホ
ー

ル
▼
集
会
室
▼
育
児
サ
ー
ク

ル
室
▼
図
書
・
パ
ソ
コ
ン
室

な
ど電

話
番
号
＝
６８
・
２
２
２

５
フ
ァ
ク
ス
番
号
＝
６８
・
２

２
２
８

【
大
住
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
付
帯
施
設
】

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
（
１
コ
ー
ス
）
＝
芝
生
の

養
生
の
た
め
、
７
月
ま
で
利

用
で
き
ま
せ
ん
▼
遊
具
広
場

▼
遊
戯
広
場
▼
多
目
的
広
場

な
ど【問

合
せ
先
】

▼
高
齢
介
護
課
（
�
６４
・

１
３
７
３
）
▼
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
６
）

市
は
４
月
か
ら
、「
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
常
磐
苑
」
・

「
同
宝
生
苑
」
・
「
三
山
木

老
人
い
こ
い
の
家
」
の
利
用

日
を
、「
月
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま
で
」
に
変
更
し
ま
す
。

ま
た
、
風
呂
の
利
用
時
間

は
、
午
前
１１
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
高
齢
介
護
課

（
�
６４
・
１
３
７
６
）

市
は
、
４
月
に
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
宝
生
苑
が
オ
ー
プ

ン
す
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に

市
内
各
地
と
３
つ
の
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
、
送
迎

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

４
月
２５
日
�
以
降
は
２
台

の
バ
ス
が
み
な
さ
ん
を
毎
日

お
迎
え
に
伺
い
ま
す
。

送
迎
バ
ス
の
時
刻
表
は
、

「
広
報
き
ょ
う
た
な
べ
」
４

月
１５
日
号
と
一
緒
に
お
届
け

し
ま
す
。

利
用
対
象
者
＝
市
内
に
在

住
し
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
人

問
合
せ
先
＝
高
齢
介
護
課

（
�
６４
・
１
３
７
３
）

土
曜
日
開
所
し
ま
す

風
呂
は
午
前
１１
時
〜
午
後
３
時
に

各
所
と
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
結
ぶ

25日以降

老人福祉センター宝生苑と大住児童館本 市 初 の
複 合 施 設

4月25日にオープンする本市で初めての複合施設の大住ふれあいセンター（右が老人福祉センター宝生苑、左が大住児童館）

緊
縮
で
も
意
欲
的
な
予
算

世代を超えて交流
市
が
大
住
中
学
校
と
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
に
挟
ま
れ
た
場
所
に
、
高
齢
者
と
子

ど
も
た
ち
が
交
流
で
き
る
施
設
と
し
て
建
設
を
進
め
て
い
た
「
愛
称
＝
大
住
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
宝
生
苑
と
大
住
児
童
館
）」
が
完
成
し
、

４
月
２５
日
�
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

大住ふれあいセンター  ２５日オープン�大住ふれあいセンター  ２５日オープン�大住ふれあいセンター  ２５日オープン�大住ふれあいセンター  ２５日オープン�
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なやみごと（人権・行政）相談�なやみごと（人権・行政）相談�
時と場所�

毎月 第２水曜日（市役所会議室または�
　　　　　　　　  中央公民館会議室）�
 　第４水曜日（北部住民センター�

  　　　　　　　　または三山木福祉会館）�
いずれも午後１時３０分～４時�

祝日はありません�

？�

？�

？
�

費用は無料で、秘密は固く守ります。�
お気軽にご利用ください。�

問合せ先＝人権啓発課（�62-4343）�

共
生
の
ま
ち
づ
く
り

助
成
事
業
を
活
用

市
は
平
成
１６
年
度
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
助
成
事
業
を
利

用
し
て
、「
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
宝
生
苑
」
の
備
品
（
機

能
回
復
機
器
）
を
購
入
し
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、
�
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
、
す
べ
て
の

「
ノ
ー
マ
ル
お
く
さ
ん
」
４
コ
マ
に

毎
月
、「
広
報
き
ょ
う
た
な
べ
」
で
お
楽
し
み
い
た

だ
い
て
い
ま
す
「
ノ
ー
マ
ル
お
く
さ
ん
」
が
、
今
月

号
か
ら
装
い
も
新
た
に
「
４
コ
マ
ま
ん
が
」
に
変
わ

り
ま
し
た
。

「
ノ
ー
マ
ル
お
く
さ
ん
」
の
連
載
は
昭
和
５２
年
か
ら

始
ま
り
、
今
年
で
２９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

４
コ
マ
に
な
っ
て
も
、
今
ま
で
以
上
に
張
り
切
る

「
ノ
ー
マ
ル
お
く
さ
ん
」
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

海
外
に
犬
な
ど
を

連
れ
て
行
く
人
へ

犬
な
ど
の
輸
入
免
疫
制
度

が
変
わ
り
ま
し
た
。

海
外
に
犬
な
ど
を
連
れ
て

児
童
福
祉
法
が
改
正
さ

れ
、
４
月
１
日
�
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
虐
待
な
ど

の
通
告
先
に
、
児
童
相
談
所

の
ほ
か
新
た
に
市
町
村
と
、

都
道
府
県
が
設
置
す
る
福
祉

事
務
所（
京
都
府
…
保
健
所
）

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

児
童
相
談
も
市
町
村
が
行
う

総
合
計
画
審
議
会
は
、
第

５
回
審
議
会
を
開
き
ま
す
。

同
審
議
会
は
、
傍
聴
が
で

き
ま
す
。

日
時
＝
４
月
１２
日
�
午
後

２
時
か
ら

場
所
＝
市
役
所
全
員
協
議

会
室審

議
内
容
＝
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
意
見

を
踏
ま
え
て
基
本
構
想
の
内

里
道
や
水
路
の

手
続
き
は
市
で

国
（
都
道
府
県
）
が
管
理

し
て
き
た
法
定
外
公
共
物

虐
待
の
通
告
は
児
福
課
へ�

虐
待
の
通
告
は
児
福
課
へ�

虐
待
の
通
告
は
児
福
課
へ�

虐
待
は
児
童
福
祉
課
へ

虐
待
は
児
童
福
祉
課
へ�

虐
待
は
児
童
福
祉
課
へ

虐
待
は
児
童
福
祉
課
へ�

虐
待
は
児
童
福
祉
課
へ

虐
待
は
児
童
福
祉
課
へ�

虐
待
は
児
童
福
祉
課
へ�

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
家
庭
児
童
相

談
室
を
は
じ
め
、
育
児
・
発

達
な
ど
児
童
に
関
わ
る
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
・
日
時
な
ど

は
、
本
紙
７
面
の
「
各
種
相

談
事
業
の
日
程
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
家
庭
児
童
相
談
室

へ
の
相
談
は
電
子
メ
ー
ル

（jido@
kyotanabe.jp

）

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

虐
待
な
ど
の
通
告
は
、
児

童
福
祉
課
で
お
受
け
し
ま

す
。問

合
せ
先
＝
児
童
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
７
）

容
を
検
討
し
ま
す

傍
聴
方
法
＝
４
月
１２
日
�

午
後
１
時
３０
分
ま
で
に
市
役

所
３
０
５
会
議
室
で
手
続
き

人
が
い
き
い
き
と
生
活
し
、

人
と
人
と
の
交
流
が
深
ま
る

共
生
型
社
会
を
実
現
す
る
た

め
の
地
方
公
共
団
体
の
取
り

組
み
に
対
し
て
行
っ
て
い
る

助
成
事
業
で
、
み
な
さ
ん
が

購
入
し
た
宝
く
じ
が
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
財
政
課
（
�

６４
・
１
３
１
２
）

関
す
る
境
界
確
定
や
占
用
な

ど
の
手
続
き
は
、
府
へ
の
申

請
手
続
き
が
必
要
で
し
た

が
、今
後
は
市
で
行
い
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
▼
境

界
確
定
に
関
す
る
こ
と
…
監

理
課
（
�
６４
・
１
３
４
１
）

▼
占
用
許
可
に
関
す
る
こ
と

…
土
木
課
（
�
６４
・
１
３
４

４
）

日にち�

三種混合�

種別� 対　　　象�

受付時間＝▼ＢＣＧ…14：00～15：00▼ポリオ・
三種混合…13：30～14：30　場所＝保健センター�
問合せ先＝健康推進課（�64-1334）�

予防接種の日程�

ポリオ�

4月13日��
4月14日��
4月21日��
4月27日��
4月28日��

11～12月生まれ�
　1～2月生まれ�
　3～5月生まれ�
　6～8月生まれ�
  9～10月生まれ�

4月20日��
4月25日��

生後6か月～7歳6か月未満�

ＢＣＧ� 4月12日��4月26日��
生後3～6か月未満�

�生後3か月～7歳6か月未満までで�

市
は
、
各
健
（
検
）
診
の

費
用
と
申
込
方
法
を
一
部
変

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

方
法
が
変
更

結
核
予
防
法
が
改
正
さ

れ
、
６
か
月
未
満
の
乳
児
を

更
し
ま
し
た
。

変
更
点
＝
▼
基
本
健
康
診

査
で
６５
歳
以
上
の
人
も
申
し

込
み
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
一
部
負
担
金
が

千
円
と
な
り
ま
す
▼
乳
が
ん

検
診
の
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
対

対
象
に
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

が
、
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検

査
な
し
に
行
わ
れ
ま
す
。

市
は
、
対
象
と
な
る
人
が

受
け
や
す
い
よ
う
に
、
３
か

月
児
健
診
日
と
同
じ
日
に
同

接
種
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

実
施
回
数
も
月
２
回
と
し
て

接
種
機
会
を
増
や
し
ま
す
。

予
診
票
は
３
か
月
児
健
診
案

内
と
一
緒
に
発
送
し
ま
す
。

月
齢
が
６
か
月
を
超
え
る

と
接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

余
裕
を
持
っ
て
、
体
調
の
良

い
時
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
３
４
）

児
童
相
談
も
市
役
所
で
行
い
ま
す

第 3 次
総合計画

審
議
会
を
開
き
ま
す

基
本
構
想
に
つ
い
て

４
月
１２
日

市
役
所
４
階
で
事
務
を
行
っ
て
い
た

教
育
総
務
課
・
学
校
教
育
課
・
社
会
教

育
課
と
、
田
辺
中
央
体
育
館
内
の
社
会

体
育
課
（
い
ず
れ
も
教
育
部
）
が
、
４

月
１１
日
�
か
ら
市
役
所
３
階
へ
移
り
ま

す
。こ

れ
は
、
市
役
所
の
事
務
エ
リ
ア
が

手
狭
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
水
道
部
事

務
所
を
新
た
に
建
設
し
、
今
年
の
１
月

に
同
部
が
市
役
所
３
階
か
ら
同
事
務
所

に
移
転
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
社
会
体
育
課
へ
の
直
通
電
話

番
号
（
�
６４
・
１
３
９
４
）
が
新
設
さ

れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
課
の
電
話
番
号

や
フ
ァ
ク
ス
番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先
＝
教
育
総
務
課
（
�
６４
・

１
３
９
１
）

社会体育課も移ります4月11日から

健
診
の
方
法
な
ど
変
更

費
用
も
一
部
変
わ
り
ま
す

本
紙
と
一
緒
に

チ
ラ
シ
を
配
布

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

象
者
が
４０
歳
以
上
に
な
り
ま

す
▼
結
核
住
民
健
診
が
６５
歳

以
上
に
な
り
ま
す

く
わ
し
く
は
、
本
紙
と
一

緒
に
お
配
り
し
た
「
健
康
管

を
し
て
く
だ
さ
い

定
員
＝
１０
人
。
定
員
を
超

え
た
と
き
は
抽
選
し
ま
す

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

理
の
ス
タ
ー
ト
は
健
診
か

ら
」
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先
＝
健
康
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
３
５
）

行
き
、
６
月
７
日
�
以
降
に

帰
国
す
る
予
定
の
人
は
、
狂

犬
病
の
予
防
注
射
前
に
国
際

標
準
化
機
構
の
規
格
に
合
っ

た
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
付
け

る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
農
林

水
産
省
動
物
免
疫
所
の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.m

a
ff-a

q
s.g
o
.jp
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
生
活
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
６
６
）

は
、
地
方
分
権
に
よ
り
市
町

村
に
無
償
譲
渡
さ
れ
、
本
市

で
は
４
月
１
日
か
ら
市
の
財

産
に
な
り
ま
し
た
。

法
定
外
公
共
物
と
は
、
道

路
法
や
河
川
法
な
ど
の
適

用
・
準
用
を
受
け
な
い
公
共

物
の
こ
と
で
、
代
表
的
な
も

の
に
里
道
や
水
路
が
あ
り
ま

す
。
従
来
は
里
道
や
水
路
に
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平
成
１７
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
学
生
納
付
特
例
の
申

請
受
け
付
け
が
、
４
月
１
日

�
か
ら
国
保
年
金
課
で
始
ま

り
ま
し
た
。

同
制
度
は
、
学
生
本
人
の

前
年
の
所
得
が
一
定
の
基
準

以
下
の
時
、
申
請
し
て
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
今
ま
で

対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
各
種

学
校
や
国
内
に
あ
る
海
外
の

大
学
（
分
校
）
で
も
対
象
と

な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
承
認
期
間
は
、
申
請
の

あ
っ
た
月
の
「
前
月
か
ら
翌

年
３
月
ま
で
」
で
す
が
、
同

年
度
内
に
申
請
が
あ
れ
ば
４

月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
承
認

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

水
洗
便
所
改
造
の

融
資
利
率
引
き
下
げ

市
は
、
４
月
１
日
�
か
ら

水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ

っ
せ
ん
制
度
の
利
率
を
年

高
齢
者
の
料
理
教
室

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
常
磐

市
は
、「
高
齢
者
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術

費
助
成
証
明
書
」
を
交
付
し

ま
す
。

交
付
・
使
用
期
間
＝
４
月

１
日
�
か
ら
平
成
１８
年
３
月

３１
日
�
ま
で

対
象
者
＝
本
市
に
住
民
登

国
民
年
金
の
高
齢
任
意
加

入
制
度
の
対
象
が
拡
大
さ

れ
、
昭
和
４０
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
（
平
成
１７

年
４
月
１
日
で
４０
歳
以
上
の

人
）
は
、
６５
歳
か
ら
７０
歳
に

な
る
ま
で
の
間
、
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満

た
す
ま
で
任
意
加
入
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
２０
歳
か
ら

６０
歳
に
な
る
ま
で
は
強
制
加

入
で
す
が
、
納
付
期
間
な
ど

が
不
足
し
、
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
満
た
な

い
人
や
、
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
、
６０
歳
か

ら
６５
歳
に
な
る
ま
で
の
間
は

任
意
加
入
が
で
き
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

選
挙
運
動
に
は
文
書
図

画
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、

「
言
論
に
よ
る
運
動
」
も

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
候
補
者
な
ど

が
直
接
選
挙
人
に
訴
え
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
費

用
も
さ
し
て
か
か
ら
な
い

利
点
が
あ
り
ま
す
。

「
言
論
に
よ
る
選
挙
運

動
」
に
は
、

選
挙
期
間

中
、
公
民

館
な
ど
で

開
か
れ
る
個
人
演
説
会
や

街
頭
ま
た
は
止
ま
っ
て
い

る
選
挙
運
動
用
自
動
車
の

上
で
行
わ
れ
る
街
頭
演
説

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

街
頭
演
説
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
時
間
は
、
午
前
８

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の

間
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
定
の
文
句
を

繰
り
返
す
連
呼
行
為
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
演
説

会
場
や
街
頭
演
説
場
所
で

行
う
時
と
、
午
前
８
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
の
間
に

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
上

で
行
う
時

以
外
は
禁

止
さ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
連
呼
行
為
は
学

校
や
病
院
な
ど
の
周
辺
で

は
静
か
に
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４
月
か
ら
若
年
者
の

納
付
猶
予
が
始
ま
る

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険

料
の
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

が
新
た
に
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
２０
歳
か
ら
３０
歳

消
防
署
と
消
防
団
は
、
３
月
１
日
〜
７

日
の
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
の
一
環
と

し
て
、
２
月
２７
日
に
合
同
で
山
林
火
災
防

御
訓
練
を
甘
南
備
山
で
行
い
ま
し
た
。

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
で
、
甘
南
備
山
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
中
腹
付
近
か
ら
出
火

し
た
と
の
想
定
で
訓
練
を
開
始
。
消
防
車

な
ど
１３
台
が
山
林
の
延
焼
防
止
の
消
火
活

動
に
励
み
ま
し
た
（
＝
写
真
）。

救
命
講
習
会
の
受
講

消
防
署
は
、
普
通
救
命
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

す
で
に
、
同
講
習
会
の
修

了
証
を
受
け
て
い
る
人
で

も
、
救
命
技
術
の
維
持
と
向

上
の
た
め
、
２
年
ご
と
に
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
４
月
１７
日
�
午
前

９
時
〜
正
午

場
所
＝
消
防
署

労
働
保
険
料
の

申

告

納

付

平
成
１７
年
度
の
労
働
保
険

料（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
申
告
納
付
期
間
は
、
４
月

１
日
�
か
ら
５
月
２０
日
�
ま

で
で
す
。

申
告
納
付
は
、
京
都
労
働

局
・
労
働
基
準
監
督
署
・
金

融
機
関
・
郵
便
局
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
京
都
労
働
局

（
�
０
７
５
・
２
４
１
・
３

２
１
３
）

身
体
障
害
者
の
相
談

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所

は
、
医
療
相
談
や
医
学
的
判

定
・
補
装
具
相
談
な
ど
を
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

来
所
相
談
日
・
受
付
時

シリーズ78

選
挙
の
し
く
み

い
ろ
い
ろ
な
選
挙
運
動
②

格
期
間
が
足
り
な
い
と
あ
き

ら
め
て
い
る
人
は
、
京
都
南

社
会
保
険
事
務
所
（
�
０
７

５
・
６
４
３
・
２
５
４
７
）

や
宇
治
年
金
相
談
セ
ン

タ
ー
、
京
都
年
金
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
（
�
４８
・
１
１
６

５
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
で
の
人
で
、
本
人
・
配
偶

者
の
所
得
が
一
定
の
基
準
以

下
の
時
、
申
請
し
て
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

問
合
せ
先
＝
▼
国
保
年
金

課
（
�
６３
・
１
１
２
２
）
▼

京
都
南
社
会
保
険
事
務
所

（
�
０
７
５
・
６
４
３
・
２

５
４
７
）

た
。
た
だ
し
、
事
故
や
病
気

で
障
害
が
残
っ
た
時
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
は
毎
年
度
必
要
で

す
。
前
年
度
承
認
さ
れ
た
学

生
も
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
追
納
す
る
時

は
、
承
認
さ
れ
た
年
度
か
ら

２
年
を
過
ぎ
る
と
加
算
金
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
国
保
年
金
課

（
�
６３
・
１
１
２
２
）

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
人

定
員
＝
２０
人

費
用
＝
無
料

申
込
方
法
＝
消
防
署
ま
た

は
同
署
北
部
分
署
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
書
い
て
提
出
す
る
か
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
消
防

署
（
�
６３
・
１
１
２
５
）
▼
北

部
分
署
（
�
６５
・
０
１
１
９
）

苑
は
、「
高
齢
者
ク
ッ
キ
ン

グ
教
室
」
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

日
時
＝
毎
月
第
２
火
曜
日

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

場
所
＝
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
常
磐
苑

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る

６０
歳
以
上
の
人

参
加
費
（
１
回
）
＝
３
０

０
円し

め
き
り
＝
４
月
１５
日
�

午
後
４
時
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
＝
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
常
磐
苑
（
�

６２
・
３
６
４
３
）

録
ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
満
６５
歳
以
上
の
人

１
人
に
つ
き
、
年
度
中
に

１
回
申
請
で
き
ま
す
。

助
成
額
＝
１
枚
に
つ
き
１

回
の
保
険
適
用
外
施
術
費
を

市
と
施
術
所
が
そ
れ
ぞ
れ
千

円
、
計
２
千
円
を
助
成

助
成
枚
数
＝
申
請
月
（
満

６５
歳
の
誕
生
日
以
降
）
か
ら

平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま
で
の

２
・
３
�
か
ら
１
・
５
�
に

引
き
下
げ
ま
す
。

申
込
方
法
＝
下
水
道
課
ま

た
は
農
業
土
木
課
に
備
え
付

け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

書
い
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
審
査
の
後
、
取
扱
金
融

機
関
へ
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

取
扱
金
融
機
関
名
＝
▼
京

都
銀
行
▼
南
都
銀
行
▼
京
都

信
用
金
庫
▼
京
都
中
央
信
用

金
庫
▼
京
都
や
ま
し
ろ
農
業

協
同
組
合

問
合
せ
先
＝
▼
下
水
道
課

（
�
６４
・
１
３
５
２
）
▼
農
業

土
木
課
（
�
６４
・
１
３
６
２
）

月
数
に
相
当
す
る
枚
数

老
人
医
療
受
給
者
証
ま
た

は
健
康
保
険
証
と
印
鑑
（
代

理
申
請
の
時
は
代
理
人
の
印

鑑
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先
＝
高
齢

介
護
課（
�
６４
・
１
３
７
４
）

間
＝
▼
整
形
外
科
…
毎
週
水

曜
日
・
午
後
２
時
〜
４
時
▼

耳
鼻
科
…
第
４
水
曜
日
・
午

後
１
時
〜
３
時
（
８
・
１
月

を
除
き
ま
す
）

相
談
日
が
変
わ
る
時
が
あ

る
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
相
談
日
が
祝
日
と
重

な
る
時
と
年
末
年
始
の
来
所

相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

場
所
＝
身
体
障
害
者
更
生

相
談
所
（
城
陽
市
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
課（
�
６４
・
１
３
７
２
、

�
６３
・
５
７
７
７
）

学生納付
特　　例

１
日
か
ら
申
請
受
付

各
種
学
校
な
ど
も
対
象
に

費
用
を
助
成
し
ま
す

費
用
を
助
成
し
ま
す�

費
用
を
助
成
し
ま
す�

は
り
・
き
ゅ
う

マ
ッ
サ
ー
ジ

６５
歳
以
上
の
市
民
に
対
し

老
齢
基
礎
年
金 70歳まで任意加入可17年4月1日で

40歳以上の人

受給資格期間足りない人へ�受給資格期間足りない人へ�受給資格期間足りない人へ�

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

合
同
で
訓
練
行
う

消防署
消防団

山
林
火
災
を
想
定
し
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�
�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ

１
３
２
０
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

一般会計歳出予算�
（　）内は前年度の構成比�

構
成
比
は
、
端
数
処
理
を
行
っ
て�

い
な
い
た
め
合
計
が
１００
％
に
な
ら�

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。� 農林水産業費�

　5億7千183万3千円�
　2.7％（2.3％）�

平成平成17年度年度�
歳出予算額歳出予算額�

209億5,000万円万円�

平成17年度�
歳出予算額�

209億5,000万円�

総務費�
　18億5千380万8千円�
　8.8％（9.1％）�

民生費�
　53億4千291万5千円�
　25.5％（27.8％）�

衛生費�
　21億8千573万7千円�
　10.4％（9.6％）�

教育費�
　23億8千951万6千円�
　11.4％（11.8％）�

土木費�
　47億7千48万円�
　22.8％（20.9％）�

消防費�
　11億1千万4千円�
　5.3％（5.4％）�

総務費�
　18億5千380万8千円�
　8.8％（9.1％）�

民生費�
　53億4千291万5千円�
　25.5％（27.8％）�

衛生費�
　21億8千573万7千円�
　10.4％（9.6％）�

教育費�
　23億8千951万6千円�
　11.4％（11.8％）�

土木費�
　47億7千48万円�
　22.8％（20.9％）�

消防費�
　11億1千万4千円�
　5.3％（5.4％）�

公債費�
　23億9千292万9千円�
　11.4％（11.4％）�

公債費�
　23億9千292万9千円�
　11.4％（11.4％）�

議会費�
　2億172万1千円　1.0％（1.0％）�
労働費�
　1千670万5千円　0.1％（0.1％）�
商工費�
　8千419万9千円　0.4％（0.4％）�
諸支出金�
　15万3千円　0.0％（0.0％）�
予備費�
　3千万円　0.1％（0.1％）�

一般会計歳出予算（性質別）�
（　）内は前年度の構成比�

構
成
比
は
、
端
数
処
理
を
行
っ
て�

い
な
い
た
め
合
計
が
１００
％
に
な
ら�

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

人件費　55億6千89万9千円�
　26.5％（25.5％）�

物件費�
　27億7千581万7千円�
　13.2％（12.8％）�

維持補修費�
　2億9千716万2千円�
　1.4％（1.5％）�

扶助費�
　28億3千339万5千円�
　13.5％（13.0％）�

補助費等�
　7億4千98万5千円�
　3.5％（3.4％）�

公債費�
　23億9千292万9千円�
　11.4％（11.4％）�

繰出金�
　19億6千720万3千円�
　9.4％（10.0％）�

建設事業費�
　42億2千725万7千円�
　20.2％（21.6％）�

平成平成17年度年度�
歳出予算額歳出予算額�

209億5,000万円万円�

平成17年度�
歳出予算額�

209億5,000万円�

人件費　55億6千89万9千円�
　26.5％（25.5％）�

物件費�
　27億7千581万7千円�
　13.2％（12.8％）�

維持補修費�
　2億9千716万2千円�
　1.4％（1.5％）�

扶助費�
　28億3千339万5千円�
　13.5％（13.0％）�

公債費�
　23億9千292万9千円�
　11.4％（11.4％）�

繰出金�
　19億6千720万3千円�
　9.4％（10.0％）�

建設事業費�
　42億2千725万7千円�
　20.2％（21.6％）�

積立金1億985万3千円　0.5％（0.5％）�
その他4千450万円　0.2％（0.2％）�

（内訳）�
補助事業費�
　30億5千524万7千円�
　14.6％（10.5％）�
単独事業費�
　11億7千201万円�
　5.6％（11.1％）�

市
は
み
な
さ
ん
の
生
活
の

一
助
と
し
て
、
消
費
生
活
に

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、「
通
知
は
が
き
」

で
す
。

【
事
例
】

「
通
知
は
が
き
」
の
差
出

ゆ
ず
り
ま
す

①
袖
付
き
一
人
か
け
ソ
フ

ァ
（
グ
レ
ー
色
・
革
製
品
）

②
食
卓
テ
ー
ブ
ル
と
い
す

（
木
製
・
４
人
用
）

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

①
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
②

Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー

受
付
開
始
日
時
＝
４
月
７

日
�
午
前
８
時
３０
分

申
込
・
問
合
せ
先
＝
産
業

振
興
課（
�
６４
・
１
３
６
０
）

人
は
、
東
京
都
○
○
○
局
や

法
務
省
認
可
法
人
○
○
○

○
・
財
務
局
認
可
法
人
○
○

○
○
か
ら
と
な
っ
て
い
た
。

「
貴
殿
の
ご
利
用
さ
れ
ま
し

た
総
合
消
費
料
金
未
納
分
に

つ
い
て
契
約
会
社
お
よ
び
回

収
業
者
か
ら
訴
訟
を
受
け
ま

し
た
の
で
、
当
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
裁
判
取
り
下

げ
期
日
は
○
月
○
日
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
同
は
が
き

は
最
終
通
達
書
と
な
っ
て
お

り
、
何
の
消
費
料
金
な
の
か

具
体
的
に
は
書
か
れ
て
い
ま

せ
ん
。

連
絡
の
な
い
時
は
、「
給

与
・
動
産
物
・
不
動
産
の
差

し
押
さ
え
を
強
制
的
に
執
行

し
ま
す
…
」
と
あ
り
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

は
が
き
を
受
け
取
っ
た
人

か
ら
「
何
の
利
用
料
金
か
」

問
い
合
わ
せ
電
話
を
か
け
さ

せ
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
り
、

個
人
情
報
が
漏
れ
る

個
人
情
報
が
漏
れ
る�

個
人
情
報
が
漏
れ
る

個
人
情
報
が
漏
れ
る�

個
人
情
報
が
漏
れ
る�

電
話
番
号
と
名
前
を
入
手
し

た
後
は
、
ま
た
新
た
な
振
り

込
み
詐
欺
の
手
口
に
利
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
請
求
書
・
債
権
回
収
な

ど
は
、
具
体
的
に
い
つ
、
何

の
利
用
料
金
か
を
書
い
て
請

求
さ
れ
る
も
の
で
、
は
が
き

で
請
求
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

②
法
務
省
関
連
団
体
を
名

乗
っ
た
は
が
き
が
届
く
の

で
、
つ
い
つ
い
電
話
で
確
認

し
よ
う
と
電
話
を
か
け
る
と

個
人
情
報
が
漏
れ
ま
す
。
は

が
き
の
電
話
番
号
に
は
電
話

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し

く
ら
し
の
安
心
推
進
員

府
は
、
安
心
で
き
る
消
費

生
活
を
実
現
す
る
た
め
、
地

域
に
お
け
る
消
費
生
活
に
関

す
る
情
報
を
積
極
的
に
提
供

し
て
い
た
だ
く
、「
く
ら
し

の
安
心
推
進
員
」
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
資
格
＝
京
都
市
を
除

く
府
内
に
在
住
し
、
消
費
生

活
問
題
に
関
心
が
高
い
２０
歳

以
上
の
人

応
募
人
数
＝
１
０
０
人

謝
礼
（
年
額
）
＝
６
千
円

程
度申

込
方
法
な
ど
、
く
わ
し

く
は
、
府
消
費
生
活
室
（
�

つ
い
つ
い
電
話
を
か
け
る
と
…

新たな詐欺に
利用される

ょ
う
。

困
っ
た
時
は
、
少
し
で
も

早
く
消
費
生
活
相
談
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
毎
週
水
・
金
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場
所
＝
市
役
所
３
０
６
会

議
室問

合
せ
先
＝
産
業
振
興
課

（
�
６４
・
１
３
６
０
）

人
々
が
ふ
れ
あ
う
場
と
し
て

平
成
１４
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の

駅
」。
同
駅
は
、
オ
ー
プ
ン

３
周
年
を
記
念
し
、
記
念
祭

を
開
き
ま
す
。

当
日
は
、「
空
く
じ
な
し

の
く
じ
引
き
」
や
「
草
も
ち

（
き
な
こ
）」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

日
時
＝
４
月
１０
日
�
午
前

９
時
か
ら

場
所
＝
普
賢
寺
ふ
れ
あ
い

の
駅問

合
せ
先
＝
普
賢
寺
ふ
れ

あ
い
の
駅
（
�
６２
・
４
２
５

０
）

Ⅰ　健康でしあわせにみちたまちをめざす
▼老朽化が進む河原保育所建て替えのための実施設計費

19,200
◎みみづく保育園の園児数増加に対応するため、同園が実施す　
る園舎増改築事業などに対して補助 5,113
◎今春オープンする大住ふれあいセンター（老人福祉センター
宝生苑と大住児童館）の運営事業費 44,134
◎府から市へ移管される精神障害者の社会復帰集団指導事業
（グループワーク） 1,104
◎育児の支援を要する家庭に発達相談員などが早期に訪問する
家庭訪問事業 1,166
◎「次世代育成行動支援計画」に基づき各種施策の充実を図る
ため、市民参画による協議会を組織し、同計画の推進 203
◎児童虐待の未然防止を図るため、児童虐待防止ネットワーク
の構築 423
○乳がん検診（マンモグラフィ＝レントゲン撮影検査）の受診
対象者を40歳以上に拡大 3,490

Ⅱ　心豊かな人づくりと文化の伝統を
築くまちをめざす
○学校施設のバリアフリー化に向けた取り組みとして、田辺小
学校にエレベーターを設置 58,440
○震災時の児童・生徒や地域住民の安全を確保するため、小・
中学校の耐震補強優先度を調査 6,057
▼老人福祉センター常磐苑一帯を、高齢者や地域住民の日常的
なスポーツ活動ゾーンとして多目的運動広場に整備 61,365
◎同志社大学などと結んだ「包括提携」に基づき、文化・ス
ポーツ・福祉・産業・まちづくりなどの各分野にわたる連携事
業を推進 1,000
◎高齢者スポーツの日常化・継続化を図るため、体育指導員な
どが定期的にニュースポーツや体操などの指導を実施 265
◎教育委員会が独自に、さまざまな研究課題に主体的に取り組
む「教育実践校」を指定 300

Ⅲ　京阪神大都市圏の中核成長都市として
のまちをめざす
▼関西文化学術研究都市の北の玄関口である三山木地区の特定
土地区画整理事業を実施 1,929,796
▼関西文化学術研究都市の南田辺北地区の土地区画整理事業に
関連して、公共下水道（雨水）事業を実施 234,403
▼防賀川と国道307号の交差部で計画している（仮称）防賀川
公園の実施設計と一部の造成工事 36,950
◎大住関屋の市営住宅跡地の一部を活用し、街区公園を整備。
また、周辺の道路や側溝などの改良を整備 25,411
◎学研都市サードステージプランに基づく基本方針や府の建設
計画の見直しなどが進められることから、本市の考え方を整理
するための基礎調査 5,000

Ⅳ　緑豊かで明るく快適な生活環境をめざす
▼リサイクルプラザを建設 679,400
▼老朽化が著しい木造の市営住宅を建て替えて、（仮称）三山
木団地を建設 487,400
◎携帯電話からの119番通報を本市消防本部で直接受信できる
ように緊急通信指令システムを改良 4,153
◎傷病者の救命率および社会復帰率の向上をめざし、気管挿入
を伴う高度な技術を持つ救急救命士を養成 889
◎「環境基本計画」に基づき、市民・事業者・行政などで構成
する「（仮称）環境市民パートナーシップ会議」を作り、本市
の望ましい環境像の実現に向けた取り組みを推進 372

Ⅴ　多様で活力ある産業がいきづくまちをめざす
◎新鮮な地元産の農産物直売などを通して、多面的な農村と都
市住民の交流を進めるため、「普賢寺ふれあいの駅」が新設す
る店舗の整備に対して補助 10,500
▼不整形な農用地の区画整理と農道などを整備することで、作
業効率を高め農業経営の近代化を図るため、江津地区で市営ほ
場整備事業を実施 114,400
◎関西文化学術研究都市での研究シーズ（種）を活かし、産学
公連携による新産業の創出などを総合的に支援するため、府が
設置する「（仮称）けいはんな新産業創出・交流センター」に
負担金 6,670
◎地域経済を活性化し新産業の創出を支援するため、市内の企
業が同志社大学の技術を有効に活用し製品開発や高付加価値化
ができるよう、産学連携コーディネーターを設置 3,000
▼市商工会の加盟店が行っている「ポイントカード（一休さん
カード）」の還元率を２倍にするための経費一部を補助 10,000

普
賢
寺
ふ
れ
あ
い
の
駅

オ
ー
プ
ン
３
周
年
を

記
念
し
て
祭
を
開
く

普
賢
寺
地
区
の
農
家
が
農

産
物
や
加
工
品
を
即
売
し
、

物
資
の
有
効
利
用
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

０
７
５
・
４
１
４
・
４
８
６

６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎は「新規事業」・○は「拡充事業」・▼は「継続事業」です。

17年度一般会計当初予算（歳出）の概要

（第2次総合計画に掲げる体系ごと） 単位：千円
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「だれもが住みやすいまち」めざす�「だれもが住みやすいまち」めざす�
一

般�
会

計�

ソ
フ
ト

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
と
も
充
実

ハ
ー
ド
と
も
充
実�
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
と
も
充
実�

市税�
　84億7千275万6千円�
　40.4％（38.1％）�

地方交付税�
　19億円　9.1％（9.7％）�

分担金及び負担金分担金及び負担金�
　3億4千230万6千円　千円　1.6％（％（1.3％）％）�

使用料及び手数料�
　4億4千513万5千円　2.1％（2.7％）�

国庫支出金�
　27億9千55万8千円�
　13.3％（12.4％）�府支出金�

　9億8千740万3千円�
　4.7％（4.1％）�

繰入金�
　15億7千217万4千円�
　7.5％（8.3％）�

市債市債�
　23億3千280280万円万円�
　11.111.1％（％（13.013.0％）％）�

一般会計歳入予算�
（　）内は前年度の構成比�

平成平成17年度年度�
歳入予算額歳入予算額�

209億5,000万円万円�

平成17年度�
歳入予算額�

209億5,000万円�

繰越金　1千円　0.0％（0.0％）�
諸収入�
　4億598万3千円　1.9％（1.8％）�
�

構
成
比
は
、
端
数
処
理
を
行
っ
て�

い
な
い
た
め
合
計
が
１００
％
に
な
ら�

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

市税�
　84億7千275万6千円�
　40.4％（38.1％）�

地方交付税�
　19億円　9.1％（9.7％）�

分担金及び負担金�
　3億4千230万6千円　1.6％（1.3％）�

使用料及び手数料�
　4億4千513万5千円　2.1％（2.7％）�

国庫支出金�
　27億9千55万8千円�
　13.3％（12.4％）�府支出金�

　9億8千740万3千円�
　4.7％（4.1％）�

繰入金�
　15億7千217万4千円�
　7.5％（8.3％）�

市債�
　23億3千280万円�
　11.1％（13.0％）�

地方譲与税　4億100万円　1.9％（1.4％）�
利子割交付金　4千500万円　0.2％（0.4％）�
配当割交付金　2千万円　0.1％（0.1％）�
株式等譲渡所得割交付金　1千200万円　0.1％（0.1％）�
地方消費税交付金　5億9千200万円　2.8％（2.5％）�
ゴルフ場利用税交付金　2千100万円　0.1％（0.1％）�
特別地方消費税交付金�
　50万円　0.0％（0.0％）�
自動車取得税交付金�
　1億4千300万円　0.7％（0.6％）�
国有提供施設等所在市町村助成交付金�
　1千460万円　0.1％（0.1％）�
地方特例交付金�
　3億300万円　1.4％（1.4％）�
交通安全対策特別交付金�
　1千60万円　0.1％（0.0％）�
財産収入�
　3千103万4千円　0.1％（1.5％）�
寄附金�
　1億760万円　0.5％（0.5％）�

歳
　
　
入�

歳
　
　
　
　
出�

歳
　
　
出�

歳
　
　
　
　
入�

歳
　
　
入�

歳
　
　
出�

歳
出
予
算
は
、「
目
的
別

歳
出
」
で
「
北
部
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
及
び
児
童
館
建
設

事
業
」
や
「
松
井
ケ
丘
幼
稚

園
園
舎
増
築
事
業
」
が
終
わ

っ
た
こ
と
か
ら
、
民
生
費
が

対
前
年
度
比
１１
・
７
�
（
７

億
８
０
０
万
円
）
の
減
、
教

育
費
が
同
６
・
９
�
（
１
億

７
千
８
０
０
万
円
）
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境

衛
生
セ
ン
タ
ー
甘
南
備
園
内

で
建
設
を
進
め
て
い
る
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
建
設
事
業

０
万
円
）
の
増
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
単
独
事
業
は
同

歳
入
予
算
は
、
市
税
が
対

前
年
度
比
２
・
２
�
（
１
億

７
千
８
０
０
万
円
）
増
と
３

年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
た
も

の
の
、
地
方
交
付
税
が
同

１０
・
０
�（
２
億
１
千
万
円
）

の
減
と
な
る
中
、
国
や
府
の

補
助
事
業
を
最
大
限
に
活
用

国や府の補助を最大限に活用

三山木駅の奈良行き高架化工事が進む三山木
地区特定土地区画整理事業（3月16日）

や
「
三
山
木
地
区
特
定
土
地

区
画
整
理
事
業
」
の
事
業
費

増
大
に
伴
い
、
衛
生
費
が
同

４
・
２
�
（
８
千
７
０
０
万

円
）、
土
木
費
が
同
５
・
０

�（
２
億
２
千
６
０
０
万
円
）

増
え
ま
し
た
。

性
質
別
歳
出
で
は
、
普
通

建
設
事
業
が
同
１０
・
２
�

（
４
億
７
千
８
０
０
万
円
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

内
訳
は
、
補
助
事
業
が
同

３３
・
３
�
（
７
億
６
千
３
０

し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
債
の
発
行
（
同

１７
・
６
�
、
４
億
９
千
９
０

０
万
円
の
減
）
や
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ（
同
１２
・
４
�
、

２
億
２
千
３
０
０
万
円
の

減
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
財
源

確
保
に
努
め
ま
し
た
。

５１
・
４
�
（
１２
億
４
千
２
０

０
万
円
）
の
大
幅
な
減
と
な

り
ま
し
た
。
ま

た
、
繰
出
金
は

公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
の
減

っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
同
９
・
９

�
（
２
億
１
千

６
０
０
万
円
）

の
減
と
な
り
ま

し
た
。

主
な
新
規
・

拡
充
事
業
な
ど

は
次
の
と
お
り

で
す
。

震災時の安全を確保するため小・中学校の耐
震補強優先度調査を行います（田辺中学校）

国際交流協会が会員を募集

イベントの企画や運営のお手伝い�イベントの企画や運営のお手伝い�

京田辺国際交流協会は、会員を募集しています。
同会は、会員によって身近な国際交流プログラム
を企画・開催。また、さまざまな情報を提供して、
会員同士のネットワークづくりを進めています。
会員の条件＝市内に在住・通勤・通学する人
会費（年間）＝2千円
主な活動＝▼国際交流イベントの企画・運営▼ホ
ストファミリー▼情報提供など
申込方法＝はがきに住所・氏名（ふりがな）・年
齢・職業（学校名）・電話番号・協会の企画に携わ
りたいことなどを書いて、送付してくだい
申込・問合せ先＝京田辺国際交流協会事務局（〒
610-0393京田辺市田辺80、秘書室内、�64-1322）
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①4月11日��
13：45～15：30�

保健センター（予約制）�
②4月21日��
13：30～15：00�

老人福祉センター常磐苑�
③4月27日��
13：30～15：00�
三山木福祉会館�

�
�
医師・保健師による相
談�

田辺地域
総務室�
�62-0173

田辺�
児童館�
�63-1081

普賢寺�
児童館�
�65-0153

児童�
福祉課�
�64-1377

地域子育て�
支援センター�
�62-0468

府民無料�
法律相談�

市民無料�
法律相談�

18歳未満の子どものこ
とについて、気にかか
ることなど�

家でできる訓練の方法
や、内容について�
（来所も可）�

妊婦・乳幼児の相談、�
「赤ちゃんサロン」併設・�
妊婦の「たまごサロン」新設�

弁護士による相談�
�4月15日�5月2日から電話予
約受付（土・日・祝日を除く）�

保健師・栄養士による
相談（予約制）�

弁護士による相談�
4月15日電話予約受付�

4月12日��
9：00～11：00�

保健センター（�63-2662）�

4月7日��
9：00～10：30�
保健センター�

毎週月曜日�
9：00～11：00�
保健センター�

4月18日��
13：30～16：30�
田辺地域総務室�

�5月6日��5月18日��
13：30～16：30�
市役所市民相談室�

毎週月～金曜日�
13：30～15：30�
田辺児童館�

毎週月曜日�
9：00～12：00・13：00～16：30�

普賢寺児童館�

毎週月～金曜日�
9：00～12：00・13：00～16：30�
電子メールアドレス�
jido@kyotanabe.jp�
児童福祉課�

電話相談　毎週月～金曜日�
来所相談　毎週月曜日�
9：00～16：00

発達相談�

育児相談�

家庭児童�
相談室�

すくすく�
子育て�
相談�

リハビリ�
相談�

京都�
弁護士会�
�075-231-2378

毎週木曜日�
13：00～17：00�
CIKビル（新田辺駅西）�

相談内容�
なやみごと�
（人権・行政）�
相談�

相談名�

妊婦�
乳幼児�
相談�

日時・場所� 問合せ先�

人権擁護委員・行政相
談委員による相談�

4月13日�市役所会議室 �
27日�北部住民センター
13：30～16：00 人権�

啓発課�
�62-4343

健康�
推進課�
�64-1334�
�64-1335

弁護士による有料の法
律相談（予約制・40分
5,250円）�

在宅介護に関する各種
相談、アドバイス�

4月20日��
10：00～11：30�

老人福祉センター常磐苑�

在宅介護�
支援相談�

高齢�
介護課�
�64-1373

乳幼児のことについ
て、気にかかることな
ど�

こころの健康に不安やお
困りの市民・家族など（専
門医による相談・予約制）�

4月12日��
13：45～15：30�
保健センター�

こころの
健康相談�

※相談日が祝日の時は、相談開催日を変更する場合が�
　ありますので各担当へお問い合わせください�

弁護士に
よる無料�
法律相談�

土曜日�
なんでも�
相談�

「これから
　のこと」�
相談�

生活�
なんでも�
相談�

心配ごと�
出張相談�

心配ごと�
相談�

ふれあい�
相談室�

女性の�
相談室�

教育相談�

相談名�

成年後見制度の内容や
具体的な手続きの方法
など（予約制）�

法律問題全般�
4月1日�から予約受付�

日常生活全般につい
て、どんなことでもお
気軽に（予約制）�

物忘れや一人暮らしで不安な人や
高齢者・障害者など対象に福祉サー
ビスの契約など生活支援について�

登記・相続・離婚問題
など（予約制）�

毎日の生活で心配なこ
と、わからないことに
ついて（日常生活全般
について）�

ひとりで悩まずどんな
ことでもご相談を�
電話・FAX・来所可�

女性による女性のため
のカウンセリング　
（予約制）�

くらしの中で購入する
物やサービスについて
の相談�

登校しぶりや不登校の
問題、学習の遅れなど
（予約制）�

相談内容�

4月28日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

4月25日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

4月5日��
13：30～16：00�
社会福祉センター�

4月20日��
13：30～16：00�

府営住宅田辺団地第2集会所�

毎週月～金曜日�
9：00～16：00�
社会福祉センター�

12：30～16：30�
●12日�    三山木小学校
　　　　　　�62-1055�
　　　　　 桃園小学校�
　　　　　 �63-6335�
●14日�    松井ケ丘小学校�
　　　　　 �62-8888�
●19日�    田辺東小学校        �
                   �62-4348�
●21日�    草内小学校�
　　　　　 �62-0054�
　　　　　大住小学校�
                 �62-0046　�
●26日�　薪小学校　�
　　             �63-2000�
　　　　    田辺小学校�
              　�62-0044

毎週水・金曜日�
13：30～16：00�
市役所306会議室�

日時・場所�
産業�
振興課�
�64-1360

問合せ先�

社会福祉�
協議会�
�62-5447�
�65-4962

4月28日��
10：00～12：00�

府営住宅田辺団地第2集会所�

成年後見�
制度相談�

南部�
法律相談
センター�

司法書士�
法律相談�

消費生活�
相談�

4月11日��
13：30～16：00�

老人福祉センター常磐苑�

4月16日��
10：00～12：00�
社会福祉センター�

政策�
推進課�
�64-1309

4月7日�・21日��
13：30～16：30�
市役所会議室�

4月5日�・15日�・25日�
13：30～16：00�
社会福祉センター�

一般�
健康相談�
（ 一 般
成 人 を
対象）�

各小学校�
�

電話による�
教育相談は�
学校教育課�
�63-4488

�

�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

中央図書館�

中央図書館北部分室�

中央図書館�

新しい本の紹介�

�65－2500　�65－1222

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

おはなし会
�4月2日	…貧乏神�9日	…いたちの
子守唄�16日	…にんじん　ごぼう　だい
こん�20日�…あひるのおうさま�23日	
…シアッカどん�30日	…山伏とこっこ狸
時間＝�土曜日…午後3時～3時30分�水
曜日…午後4時～4時30分
話し手＝�土曜日…図書館おはなしサー
クルのがらがらどん�水曜日…図書館職員

4月のギャラリー
�「愛石・木津川会　第３回水石展～小
品石～」：安食進＝5日�～10日��「染
色サークル彩会～染色のいろいろ～」：井
上悦子＝12日�～17日��「山本賢二とフ
ォトの仲間写真展～朝日・夕陽の情景
～」：山本賢二＝19日�～24日��「しみ

ずちか人形展～Ｇ
okko2005～」：しみ
ずちか＝26日�～5
月8日�。ただし、
28日�・29日（みど
りの日）と5月2日�
～5日（こどもの日）
を除きます

4月の映画会
今月は青春ドラマ特集です。

中央図書館�

中央図書館北部分室中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館北部分室�
北部住民センター内�

�63－0499　�63－7956

中央図書館中部分室�

新
し
い
本
の
紹
介�

おはなし会
�4月2日	…たんぽぽ�9日	…こすず
めのぼうけん�16日	…絵本うさちゃんニ
ュース�23日	…やさしいたんぽぽ�27日
�…どろんこハリー�30日	…くわず女房
�5月7日	…上池の鯉

中央図書館�

中央図書館北部分室�

新しい本の紹介�

中央図書館中部分室中央図書館中部分室�中央図書館中部分室�
中部住民センター内�

�64－8833　�64－8820

新
し
い
本
の
紹
介�

おはなし会
�4月13日�…しりとりのだいすきなお
うさま�20日�…ふとろうと山に行く
時間＝午後4時～4時30分
話し手＝�13日�…図書館職員�20日�
…図書館サークルのおはなしバスケット

府
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
地

域
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
よ
う
と

「
京
都
府
女
性
の
船
」
事
業

を
行
い
ま
す
。

研
修
期
間
＝
６
月
９
日
�

〜
１３
日
�
。
事
前
研
修
を
５

月
２９
日
�
に
行
い
ま
す

訪
問
先
＝
北
海
道

利
用
交
通
機
関
＝
▼
往
路

…
船
（
舞
鶴
港
〜
小
樽
港
）

▼
復
路
…
航
空
機
（
新
千
歳

空
港
〜
伊
丹
空
港
）

応
募
資
格
＝
府
内
に
在
住

す
る
２０
歳
以
上
（
平
成
１７
年

４
月
１
日
現
在
）の
女
性
で
、

次
の
項
目
を
満
た
す
人
。
た

だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
「
京
都

府
女
性
の
船
」
修
了
者
を
除

き
ま
す

①
こ
の
研
修
の
参
加
体

験
を
生
か
す
と
と
も
に
、
地

域
社
会
の
諸
問
題
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
女
性
団
体
の

活
動
な
ど
で
リ
ー
ダ
ー
的
な

役
割
を
果
た
そ
う
と
す
る
意

欲
の
あ
る
人

②
健
康
で
こ
の
研
修
に

十
分
耐
え
得
る
体
力
の
あ
る

人
③
団
体
生
活
に
適
応
で

き
る
人

参
加
費
＝
５
万
５
千
円

申
込
方
法
＝
市
政
策
推
進

課
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
作

文
（
テ
ー
マ
「
私
の
活
動
の

成
果
と
課
題
」
…
原
稿
用
紙

８
０
０
字
以
内
）
と
一
緒
に

同
課
（
〒
６
１
０
・
０
３
９

３
京
田
辺
市
田
辺
８０
）
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
し
め
き
り
＝
４
月
２０
日
�

必
着問

合
せ
先
＝
府
女
性
政
策

課
（
�
０
７
５
・
４
１
４
・

４
２
９
２
）

時間＝�土曜日…午前11時～11時30分�
水曜日…午後4時～4時30分
話し手＝�土曜日…図書館サークルのお
はなしバスケット�水曜日…図書館職員

�2日…スタンド・バイー・ミー�9日…
バスケットボール・ダイアリーズ�16日…
青春の輝き�23日…ビッグ・ウェンズデー
�30日…キッズ
いずれも土曜日の午前10時30分から

研
修
を
北
海
道
で

参
加
者
募
集
し
ま
す

京
都
府
女
性
の
船
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�

平成17年4月6日�～15日� 

スロー
ガン�

運動の
重点�
  京の春　マナーとゆとりで　事故はなし�

田辺警察署　@63-0110

春の全国交通安全運動

◎子どもと高齢者の交通事故防止�
◎二輪車の安全利用の推進�
◎シートベルトと�
　　　チャイルドシートの正しい着用の徹底�
◎自転車利用者のマナー向上と�
　　　　　　　　　　　交通事故防止�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

使
用
講
習
会
を
開
く

日
時
＝
５
月
１３
日
�
午
後

３
時
〜
５
時
と
午
後
７
時
〜

９
時
の
２
回

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１６
歳
以
上
の

人
定
員
＝
３０
人
ず
つ
６０
人

申
込
者
が
多
数
の
時
は
抽

選
し
ま
す
。

受
講
料
＝
千
円

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
受
講
希
望
日

時
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

本
市
に
通
勤
ま
た
は
通
学
す

る
人
は
勤
務
先
や
学
校
名
・

「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
希

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日

日
時
＝
４
月
１６
日
	
午
前

ＩＴ　講　習　会　日　程　表�

午前�
5月12日�・13日��

5月17日�・18日�� 中央公民館�2

午後�5月24日�・25日��
午前・午後�5月29日�� 北部住民センター�4

午前�6月21日�・22日�� 中部住民センター�5

1

時　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

午後�

午後�

6月28日�・29日��

5月12日�・13日��

中央公民館�

中央公民館�

7

5月17日�・18日��8

午前�
5月24日�・25日��9

6月7日�・8日��10

6

時　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

午後�

午前�

6月21日�・22日��

5月19日�・20日��

中部住民センター�

中央公民館�
12

午後�13

11

時　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

午前・午後�

午後�

5月28日��

6月7日�・8日��

北部住民センター�

中央公民館�
15

午前�6月28日�・29日��16

14

午前�
6月1日�・2日��

6月9日�・10日��

北部住民センター�

中央公民館�
18

午後�19

17

時　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

3

午前・午後�

午後�6月1日�・2日��

6月3日��
北部住民センター�

21

午前�
6月15日�・16日��

中部住民センター�
22

20

時　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

午前・午後�

6月17日�・18日��

6月19日��24

23

時　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

午後�
6月15日�・16日��

6月17日�・18日��
中部住民センター�

26

25

時　間� 場　　　所�日　　　程�コース�
番　号�

インターネット＋メールコース�

文書作成基礎コース�

デジカメ基礎コース�

デジカメ応用コース�

表計算基礎コース�

文書作成応用コース�

パソコン基礎コース�
教
育
委
員
会
は
、
Ｉ
Ｔ
講

習
会
を
開
き
ま
す
。

日
程
・
場
所
＝
左
表
の
と

お
り時

間
＝
▼
午
前
…
午
前
９

時
〜
正
午
▼
午
後
…
午
後
１

時
３０
分
〜
４
時
３０
分

対
象
＝
希
望
す
る
コ
ー
ス

要
件
に
合
う
、
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
２０
歳

以
上
の
人

コ
ー
ス
名
・
対
象
・
内

容
＝
▼
パ
ソ
コ
ン
基
礎
・
初

め
て
触
れ
る
人
・
電
源
の
入

れ
方
、
文
字
の
入
力
▼
イ
ン

社
会
体
育
協
会
と
教
育
委

員
会
は
、
市
民
総
体
春
の
市

水
泳
上
達
の

コ
ツ
を
伝
授

開
催
日
＝
５
月
１２
日
�
・

２３
日
�
・
２７
日
�

レ
ッ
ス
ン
開
始
時
間
＝
▼

１２
・
２７
日
…
午
後
２
時
・
午

後
２
時
２５
分
・
午
後
２
時
５０

分
▼
２３
日
…
午
前
１０
時
・
午

前
１０
時
２５
分
・
午
前
１０
時
５０

分
レ
ッ
ス
ン
時
間
＝
２０
分
間

対
象
＝
１８
歳
以
上
の
人

定
員
＝
各
時
間
帯
そ
れ
ぞ

れ
先
着
１
人

費
用
＝
無
料

申
込
方
法
＝
田
辺
公
園

プ
ー
ル
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
期
間
＝
受
講
希
望
日

の
１
か
月
前
か
ら
２
日
前
ま

で
申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺

公
園
プ
ー
ル
（
�
６５
・
３
１

１
３
）

基
礎
か
ら
応
用
ま
で

基
礎
か
ら
応
用
ま
で�
基
礎
か
ら
応
用
ま
で�

タ
ー
ネ
ッ
ト
＋
メ
ー
ル
・
パ

ソ
コ
ン
基
礎
修
了
者
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
、
電
子

メ
ー
ル
の
送
受
信
▼
文
書
作

成
基
礎
・
初
心
者
・
は
が
き

を
作
成
▼
文
書
作
成
応
用
・

文
字
入
力
を
無
理
な
く
で
き

る
人
、
ま
た
は
文
書
作
成
基

礎
コ
ー
ス
修
了
者
・
ち
ら
し

を
作
成
▼
表
計
算
基
礎
・
文

字
入
力
を
無
理
な
く
で
き
る

人
・
家
計
簿
の
作
成
▼
デ
ジ

カ
メ
基
礎
・
文
字
入
力
を
無

理
な
く
で
き
る
人
、
ま
た
は

文
書
作
成
基
礎
コ
ー
ス
修
了

者
・
パ
ソ
コ
ン
へ
の
画
像
の

取
り
込
み
▼
デ
ジ
カ
メ
応

用
・
デ
ジ
カ
メ
基
礎
修
了

者
・
画
像
の
加
工
や
整
理

定
員
（
１
講
座
）
＝
１５
人
。

た
だ
し
、
中
部
住
民
セ
ン

タ
ー
開
催
分
は
１０
人
で
す

受
講
料
＝
２
千
円

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
、
受
講
を
希
望

す
る
コ
ー
ス
名
と
コ
ー
ス
番

号
（
同
コ
ー
ス
内
で
第
２
希

望
ま
で
）
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
、
返
信

用
の
表
に
住
所
・
氏
名
を
書

い
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い

複
数
の
コ
ー
ス
を
希
望
す

る
時
は
、
各
コ
ー
ス
ご
と
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
４
月
１５
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
Ｉ
Ｔ

講
習
係
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
２

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

大
住
中
吹
奏
楽
部
が

２４
日
に
コ
ン
サ
ー
ト

大
住
中
学
校
吹
奏
楽
部

は
、
「
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
４
月
２４
日
�
午
後

２
時
か
ら

場
所
＝
文
化
パ
ル
ク
城
陽

曲
目
＝
▼
喜
歌
劇
「
小
鳥

売
り
」
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
▼

「
た
な
ば
た
」
な
ど

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
桃
園

小
学
校
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
が

ゲ
ス
ト
出
演
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
大
住
中
学
校

（
�
６２
・
８
８
８
９
）

９
時
３０
分
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

と
田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広

場
内
容
＝
▼
田
辺
中
央
体
育

館
…
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
シ

ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
・
卓
球
・
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
跳
び

箱
な
ど
▼
田
辺
公
園
多
目
的

運
動
広
場
…
ペ
タ
ン
ク
・
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

参
加
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
人

参
加
費
（
１
人
）
＝
１
０

０
円
。
た
だ
し
、
小
学
生
未

満
は
無
料
で
す

参
加
者
は
、
室
内
シ
ュ
ー

ズ
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。問

合
せ
先
＝
田
辺
中
央
体

育
館
（
�
６２
・
１
５
０
１
）

望
」
を
、
返
信
用
の
表
に
住

所
・
氏
名
を
書
い
て
送
付
。

ま
た
は
、
住
所
・
氏
名
を
書

い
た
は
が
き
を
直
接
持
参
し

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

受
付
期
間
＝
４
月
１０
日
�

〜
２０
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺

中
央
体
育
館
（
〒
６
１
０
・

０
３
３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸

山
１９
、
�
６２
・
１
５
０
１
）

民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
き
ま

す
。日

時
＝
４
月
２４
日
�
午
前

７
時
２０
分
〜
午
後
４
時
３０
分

場
所
＝
高
取
城
跡
（
奈
良

県
高
取
町
）

参
加
資
格
＝
市
内
に
在

住
・
通
勤
・
通
学
す
る
人

で
、
日
ご
ろ
か
ら
ハ
イ
キ
ン

グ
や
軽
登
山
を
し
て
い
て
、

体
力
に
自
信
の
あ
る
小
学
生

か
ら
６５
歳
ま
で
の
人
。
た
だ

し
、
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

で
参
加
で
き
ま
す

参
加
費
＝
▼
一
般
参
加
者

…
１
千
５
０
０
円
▼
小
学
生

…
８
５
０
円
▼
社
会
体
育
協

会
山
友
会
会
員
…
１
千
３
０

０
円い

ず
れ
も
、
交
通
費
と
保

険
料
を
含
み
ま
す
。

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体

育
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
同

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

会
員
を
募
集
し
ま
す

社
会
体
育
協
会
所
属
の
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
は
、
会

員
を
募
集
し
ま
す
。

中
学
生
か
ら
７０
歳
ま
で
と

幅
広
く
、
初
心
者
や
国
体
経

験
者
な
ど
い
ろ
ん
な
会
員
で

府
警
察
本
部
が

採
用
試
験
行
う

府
警
察
本
部
は
、
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。

第
１
次
試
験
日
＝
５
月
８

日
�場

所
＝
府
警
察
学
校
（
京

都
市
）
と
龍
谷
大
学
（
同
）

受
付
期
間
＝
４
月
１
日
�

〜
１８
日
�

採
用
予
定
人
数
や
職
務
内

容
、
申
込
方
法
な
ど
く
わ
し

く
は
、
府
警
察
本
部
採
用
係

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２

０
・
５
５
５
・
３
１
４
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

構
成
し
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
愛
好
す

る
人
、老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

習
熟
度
の
差
を
気
に
せ
ず
、

和
気
あ
い
あ
い
と
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

練
習
曜
日
＝
土
・
日
曜
日

Ｉ
Ｔ
講
習
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
しめきり15日

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

春
の
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

高
取
城
跡
を
訪
ね
ま
す

館
内
、
社
会
体
育
協
会
事
務

局
へ
持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

し
め
き
り
＝
４
月
１６
日
	

午
後
５
時
ま
で

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

体
育
協
会
事
務
局
（
〒
６
１

０
・
０
３
３
１
京
田
辺
市
田

辺
丸
山
１９
、
田
辺
中
央
体
育

館
内
、
�
６２
・
１
５
０
１
、

�
６２
・
１
５
３
４
）

１
４
、
中
央
公
民
館
内
、
�

６２
・
２
５
５
２
）

と
祝
日

申
込
・
問
合
せ
先
＝
▼
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
長
　
見
明

（
�
６２
・
６
４
０
１
）
▼
社

会
体
育
協
会
事
務
局
（
田
辺

中
央
体
育
館
内
、
�
６２
・
１

５
０
１
）
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フ
ァ
イ
ト
ク
ラ
ブ
が

新
入
歓
迎
イ
ベ
ン
ト

三
山
木
駅
前
の
商
店
で
つ

く
る
「
フ
ァ
イ
ト
ク
ラ
ブ
・

三
山
木
」
は
、
新
し
く
住
民

と
な
っ
て
暮
ら
し
始
め
る
同

志
社
大
学
な
ど
の
新
入
生
と

先
輩
の
学
生
・
市
民
・
商
店

の
交
流
を
深
め
る
た
め
、

「
―
新
入
生
歓
迎
―
春
の
か

ぐ
や
姫
と
竹
フ
ェ
ス
タ
　
ひ

と
り
で
も
大
丈
夫
＊
ほ
の
ぼ

の
交
流
会
」
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
４
月
１０
日
�
正
午

Ｉ
Ｔ
業
務
を
主
な
事
業
と

す
る
共
同
作
業
所
「
ア
イ
・

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
京
都
」

は
、
ふ
れ
あ
い
パ
ソ
コ
ン
体

験
教
室
（
後
援
＝
教
育
委
員

会
）
を
開
き
ま
す
。

よ
り
一
層
役
立
つ
も
の
と
す

る
た
め
、
英
語
版
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

ご
と
に
情
報
を
集
め
た
ペ
ー

多彩な講師陣がわかりやすく�多彩な講師陣がわかりやすく�

 ヒューマンカレッジの講義日と内容�
開 催 日 � 講 師講 義 テ ー マ �

5月14日� 
文化情報学部長・教授 
村上　征勝さん 文化を科学する�

6月4日� 
社会学部教授 
立木　茂雄さん 防災と市民力�

文学部教授 
佐藤　　豪さん 

あなたが支配されている�
“大好きな”不快感情について�

法学部教授 
佐伯　彰洋さん 

高度情報化社会における個人情報の保護 
－個人情報保護法の成立の意義－ 

同志社女子大学 
薬学部教授 
岡部　　進さん 

毒薬と大陸移動説�

歴史資料館教授 
辰巳　和弘さん “勾玉”の力�

商学部教授 
青木　真美さん 高齢社会とこれからの都市交通�

7月2日� 

9月3日� 

10月1日� 

11月12日� 

12月3日� 

同
志
社
大
学
と
市
・
教
育

委
員
会
は
、「
京
た
な
べ
・

同
志
社
ヒ
ュ
ー
マ
ン
カ
レ
ッ

ジ
」
の
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。今

年
の
カ
レ
ッ
ジ
は
市
が

同
志
社
大
学
な
ど
と
締
結
し

た
包
括
協
定
に
よ
り
、
初
め

て
同
志
社
女
子
大
学
の
教
授

が
講
師
を
務
め
ま
す
。

開
催
日
と
内
容
＝
左
表
の

と
お
り

時
間
＝
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分
。
た
だ
し
、
５
月

田
辺
東
小
学
校
の
児
童

が
、
３
月
７
日
に
植
木
鉢
や

プ
ラ
ン
タ
ー
で
育
て
た
「
ス

イ
セ
ン
」
を
府
営
田
辺
住
宅

の
老
人
会
の
お
年
寄
り
へ
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
ス
イ
セ
ン
は
、
城
南

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
が
昨

年
１１
月
に
同
校
へ
ス
イ
セ
ン

の
球
根
を
送
っ
た
も
の
で
、

同
小
学
校
環
境
栽
培
委
員
会

の
子
ど
も
た
ち
が
、
毎
日
水

を
や
る
な
ど
し
て
栽
培
し
て

き
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
同
委
員
会
の

５
・
６
年
生
１１
人
が
同
住
宅

の
集
会
所
で
、「
人
権
の
花

を
一
生
懸
命
育
て
ま
し
た
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
の
で
大

切
に
育
て
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
植
木
鉢
に
植
え

た
ス
イ
セ
ン
を
お
年
寄
り
一

人
ひ
と
り
に
手
渡
し
ま
し

た
。こ

の
日
の
同
老
人
会
は
３

月
の
誕
生
会
を
行
っ
て
お

り
、
お
年
寄
り
は
思
い
が
け

な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜

び
。「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
大
切
に
育
て
て
い
き

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

京
都
地
方
法
務
局
な
ど
は

「
思
い
や
り
」
や
「
尊
敬
」

と
い
う
花
言
葉
が
あ
る
ス
イ

セ
ン
を
、
子
ど
も
た
ち
が
栽

培
す
る
こ
と
で
命
の
大
切
さ

や
優
し
い
心
を
育
て
よ
う

と
、「
人
権
の
花
」
に
定
め

て
い
ま
す
。

１４
日
	
は
午
後
１
時
１５
分
か

ら
で
す

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田

辺
キ
ャ
ン
パ
ス

受
講
対
象
＝
中
学
生
以
上

の
人

定
員
＝
４
５
０
人
（
申
し

込
み
多
数
の
時
は
抽
選
し
ま

す
）受

講
料
＝
無
料

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

の
往
信
用
に
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

年
齢
・
職
業
（
学
校
名
）
・

電
話
番
号
・
性
別
・
「
カ
レ

こ
の
ほ
ど
、
Ｊ
Ｒ
学
研
都

市
線
の
同
志
社
前
駅
の
ホ
ー

ム
と
改
札
口
の
改
良
工
事
が

終
わ
り
ま
し
た
。

工
事
は
、
通
学
ラ
ッ
シ
ュ

時
の
安
全
対
策
と
し
て
ホ
ー

ム
の
一
部
を
広
げ
た
り
、
改

札
口
前
の
通
路
も
広
く
利
用

で
き
る
よ
う
、
学
校
法
人
同

志
社
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
市
の

協
力
を
得
て
、
進
め
て
き
た

も
の
。

駅
舎
（
ホ
ー
ム
と
改
札
の

拡
幅
、
多
機
能
型
ト
イ
レ
の

新
設
）
、
改
札
外
の
通
路

（
段
差
解
消
の
た
め
エ
レ

改
良
改
良
工
事
が
終
わ
る
�

改
良
工
事
が
終
わ
る

日
時
＝
４
月
１６
日
	
午
後

１
時
〜
４
時

場
所
＝
ア
イ
・
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
京
都

対
象
＝
小
学
生

内
容
＝
時
間
割
表
作
り

ッ
ジ
希
望
」
を
、
返
信
用
に

住
所
・
氏
名
を
書
い
て
送
付

し
て
く
だ
さ
い

受
付
期
間
＝
４
月
６
日
�

〜
２２
日
�
（
必
着
）

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

教
育
課
（
〒
６
１
０
・
０
３

９
３
京
田
辺
市
田
辺
８０
、
�

６４
・
１
３
９
３
）

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
）
が

整
備
さ
れ
、
よ
り
利
用
し
や

す
い
駅
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

定
員
＝
先
着
６
人

参
加
費
＝
５
０
０
円

申
込
・
問
合
せ
先
＝
ア

イ
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
京

都
（
�
６４
・
７
４
７
４
、
�

６４
・
７
２
３
２
、
電
子
メ
ー

ル
ア
ド
レ
スin

fo
@
i-

collabo-kyoto.com
)

〜
午
後
３
時

場
所
＝
三
山
木
地
区
仮
設

店
舗
敷
地
内
の
広
場

内
容
＝
▼
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
大
抽
選
会
▼
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
▼
模
擬
店
▼
た

け
の
こ
コ
ン
サ
ー
ト
（
出
演

…
▼
同
志
社
大
学
ア
カ
ペ
ラ

サ
ー
ク
ル
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｖ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
▼
同
志
社
ゴ
ス
ペ
ル

ク
ワ
イ
ア
ー
▼
ジ
ョ
イ
フ

ル
・
ジ
ョ
イ
フ
ル
）
な
ど

問
合
せ
先
＝
き
ゅ
う
た
な

べ
倶
楽
部
（
�
６４
・
６
２
０

０
）

府営田辺住宅老人会代表㊧に人権の花「スイセ
ン」の植わった植木鉢を手渡す田辺東小学校の
児童（3月7日、府営住宅田辺団地第2集会所）

市
は
、
４
月
１
日
�
か
ら

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kyotan

abe.jp/

）
を
み
な
さ
ん
に

ジ
を
開
設
す
る
な
ど
、
一
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
情
報
化
推
進

室
（
�
６４
・
１
３
１
３
）

英
語
版
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設

生
活
関
連
情
報
や
観
光
情

報
・
国
際
交
流
な
ど
外
国
の

方
に
も
関
係
の
あ
る
行
政
情

報
は
、
英
語
で
も
見
て
い
た

だ
け
ま
す
。

住
民
セ
ン
タ
ー
の

空
き
情
報
も
掲
載

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た

本
市
公
共
施
設
の
空
き
情
報

は
、
新
た
に
北
部
・
中
部
両

住
民
セ
ン
タ
ー
の
空
き
状
況

を
提
供
し
ま
す
。

４
月
１
日
�
か
ら
空
き
状

況
を
提
供
し
て
い
る
施
設

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
中
央
公
民
館
▼
田
辺
公

園
▼
田
辺
中
央
体
育
館
▼
田

辺
木
津
川
運
動
公
園
▼
草
内

木
津
川
運
動
公
園
▼
野
外
活

動
セ
ン
タ
ー
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ホ
ー
ル
▼
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
▼
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

▼
中
部
住
民
セ
ン
タ
ー

市
民
く
ら
し
の
手
帳

検
索
し
や
す
く
改
良

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
版

出
生
・
子
育
て
・
就
学
・

結
婚
・
死
亡
な
ど
、
く
ら
し

の
で
き
ご
と
か
ら
、
行
政
情

報
を
探
す
こ
と
の
で
き
る
よ

う
に「
市
民
く
ら
し
の
手
帳
」

に
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
版
を
作

り
ま
し
た
。

毎年多くの市民が受講する「京たなべ・同志社ヒューマンカレッ
ジ」（昨年5月22日、同志社大学京田辺キャンパス）

人
権
の
花
“ス
イ
セ
ン
”

児
童
か
ら
お
年
寄
り
へ

京たなべ・同志社
ヒューマンカレッジ 参加者を募集します

同
女
大
教
授

初

登

場

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D

パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室
時
間
割
表

作

ろ

う

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

役
立
つ
情
報
を
発
信

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

HHHHHHHHHHHHHHHHHHH

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

HHHHHHHHHHHHHHHHHHH

たなべ緑の風作業所は、みどりの風まつ
りを開きます。
日時＝4月23日	午前10時30分～午後3時
場所＝社会福祉センター
内容＝▼みどりの風バザー▼田辺中学校
吹奏楽部・シルバーコーラス京田辺・作業
所利用者による発表などのステージ▼作業
所の製品販売・ボランティアグループ、地
域の人の模擬店など
問合せ先＝たなべ緑の風作業所（�63-
7892）

23日に社会福祉センター

ホ
ー
ム
拡
幅
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

同志社前駅

ホームの拡幅工事が進む同志社前駅（3月16日）

田
辺
東
小
学
校


